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〔修士論文要 旨〕
I 問題 と目的
1.PTGに ついて
外傷後成長 (Posttraumatic Growth;以 下 ,
PTGと 称す)と は,外傷的な体験,そ してそれ
に引き続 く苦 しみの中か ら,心理的な成長が体験
され ることを示 している (Tedeschi&Calhoun,
2004)。 PTGの生起には,衝撃度の高い出来事が
きっかけとなるc,ま た,何 らかの心理的もがきが
あってこそ生起 しえる (宅,鸞 10)と い う
=
2.苦悩について
フランクル (1998)は ,危機 に直面 した人が
苦 しみを超えて,苦悩である 「問い」を見出す こ
とが重要であるとしている。それは 「苦悩する能
力」を持った人間にのみ可能なことであ り,苦 し
みを取 り除き,それを奪ってはならないとしてい
る。 開 (2006)に よると 「精神 性的変容」はタ
苦悩にもがくなかで,あ らゆる努力の限界に直面
した時に生 じるとされている。
3“ 精神性的変容
PTGには, 5因 子があ り,「精神性的変容」 と
呼ばれる領域があ り「宗教的信念がより強 くなっ
た」,「精神性 (魂)や,神秘的な事柄についての
理解が深まった」の2項 目か らなる。 リーブ ジッ
ヒ (2015)は ,PTGの 「精神性的変容」を,「 人
生哲学の変化」 と表現 し,た とえば,人生の優先
|1質位の変変化,人間畦に対する信念や宗教・精神
的な信念の変化等であるとしているcま た,悲濠li
的な災害のあと,イ ンタビュー臨床のセ ッション
で, うまくいった ものは,多 くの場合ッ トラウマ
経験者の物語によく現れ,「精神 性白勺変容」に対
応す るメッセージの強化 として,「 災害は私の人
生に新 しい道を開いただろ うか。人生哲学・価値
の仕組み 。宗教・スピリチュア リティに関する結
論など」 と示 しているcこ のように,精神性的変
容は,多 くを含意 した多義的な成長である。 開
(2009)は 「日本人には トラウマ後のスピリチュ
アル変容が縁遠い印象が伺える」と述べているが ,
精神性的変容は,必ず しもキリス ト教信者に限 ら
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れず,それ以外の者にも,何 らかの形で体験され
得るとしている (宅 ,2010)。
4.目 的
本研究では,突然の死別に焦点を当てる。突然
の死別経験者は長期闘病の末に亡くなった場合よ
りも死を受け入れにくくなる傾向にある (富 乳
瀬戸,鏡,上里,2000)の また)キ ュープラーロ
ス (2007)に よると,突然の死別|を 経験 した故
人の 「否認」の段階は長く,深いものになること
を説明している。
これらのことから突然の死別は,様々な死号|1経
験の中でも, よ り強烈な衝撃だ と思われ るti.
Tetteschiら は,そ の出来事が痛ましく,解 :|:た 困
難であるほど成長が生じる 僣ettschi,RG.,&
Calhoun,L.住 1995)と 述べている。
突然の死別経験者が,経験 したPTGか ら,特
に 「苦脳」と「精神性的変容」に着 圏し,そ の作
用はどのようなものであるかを考察することを目
白勺とする。
Ⅱ 方法
研究協力者と調査方法 :突然の死別を経験 した3
名 (宗教に属さないA,キ リス ト教徒のB,仏教
徒のC)に現象学的アプローチによるインタビュー
を行った。
分析方法 :現象学白勺分析。叙述から得られたデー
タについて,本学大学院修士課程2年 2名 ,指導
教軋 筆者の合計4名 で合評 した。
Ⅲ 結果と考察
A,B,Cの叙述を『 イタダノクが」とする
1.娘を殺害によつて喪つたAの精神 fl生 鈎変容とそ
れま釧寸随するPTC
Aは ,娘 との死別後,『 ″療』に『 ご́ノ∫れた』
娘の死を F趨受 て重『 ■までやろ う基 という活力
を得た。また,家族の結東)以前に宗教から学ん
だ『 淘:があってるメ1励」 という死別以前の考え方
への Fやっ/ゴ :ク 』という『静ク́だ』を得た。また,
生前以上の娘の『就』との繋がりを得た。
2.婚約者を自殺によって喪ったBの精神性的変容
一-54-
とそれに付随するPTG
Bは ,死別後,F:雪事のごと″ゴすI｀ て'深てわか
る』ようになり,『 スだぼ考えの愛だだれハ″膚の
こ
｀
既み屋割 があることを悟り,神が人を F堤ノ〆締クノ司
『 スの:≠せ』に導くと思うようになった。それに
付随して,『スだ〃するノilヨ ク」が変わり,F庁分 ふ
麟 なヾれた』。その概要として, 人を『 みゃんと
尼て1』 救う方法を客観視できるようになった。そ
してその責任を果たす Fガ暦」ができたりまた,
人との『繁 |ノヂ́
｀
6婿ダ′軍Iを大事にしようヒ思ったD
また、自分の死を Ffノえスれら慶び』士いう確信
を得たとi司 時:こ 夕F庁オ″′二麦を ι.'無 」,そ し
て, ス、にもさギーないようiこ IF磨■I:こ Fメ勁′ゲら力/
5」 ic
S“ 思予を事故によって喪ったCの議神 JI｀生的変容と
それiこ 付にするP丁睫
どは, 密、子との死別後,0『婆き″ il)て~ま たI
よ硬!1人の嘆きを ト リ』ゝヒか『悪い』じゃなく
『 そのまま/′ガノチる』 ようになった。0教会で,C
ヂ)言 うことを理解 lン て i)ら えるよう1/こ なった (言
葉の説得力を増 した〕.こ の①②を,F形を変受』
た急子とし,『 なの中r生まf(3』 と |し た.ま た ,
苦 1満 の最中!こ いる人が, 今はわからなくても,
『 そのスな クの, その生まるまび
｀
を』Fど
｀
こ〃ヽでノ:必
ヂつかる。画ことを知る。また,宗教の教え√`、の確
信を得る。確信を得ると デ″が蒻で』夕『 ″動』に
なる。
4.奮′脳|こ つしヽて
Aにおいては今回のインタビューーから苦悩に対
する叙述を得ることはできなかったD
Bは ,彼女の自殺について『 鮮|ガ S,表:′ ιて
｀
とまっ
/を』Fガ』という『F"薄剰 続いた他人 |こ は理解
できない苦脳 〔神様を否定できないこと!こ ミる宗
教性による苦 |｀通)を抱いた。Bの F「 デ/グ 声｀キが薄
)｀〕』|こ とが,そ の苦 1悩 につながるが,こ の苦脳に
より,人を『 あやんよガてll救 う方法を客観視で
きるようになり,そ してその責任を果たす『 :i:機錮
ができたことにつながっていることが示唆された。
Cは ,お役を引いたことと密、子の死の因果性を見
出してしまうことによる自責,ま た,そのように
見たり,言 う人がいることによる教会への不信感 ,
『 ″ガグな慮子』の死に対する『 ″′縫]へのわだか
まりとい う苦悩を抱いたが,それ らを含めて ,
『 ダま″つてまた』 ことが,Cの得た精神性的変
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容全てに繋がつていることが示唆された。
S.PTGに作用 したもの
3名 の叙述から,【神への信仰 と前提 とされる
死後の世界】,【死別経験を通 しての宗教白勺考え
方の確信や納得】の構造に到達した。前者は,そ
れぞれ故人に対する死への意味づけを肯定的に捉
える素因とな り,PTGに至るための意図的思考
(宅 ,2010)に 寄与 していることが示唆 された。
後者は,それ自体が精神性的変容であり,ま た,
それが,他のPTじ を強める要因となっているこ
とが示唆された。
6.総括と輸床′か理学鶉慧勒
本研究によって,精神性約変容は,PTGの写l」
囚子に作用したリヌその起点となることが示唆さ
れた。 さらに,苦悩が精神性的変容を含むPTC
全体に作用することが示唆された。FTCの 「精
神性的変容」が他のPTC因子へ作用する機能が
明らかにされたことにようて,「精神性的変容」
の重要性が示唆された。「精神性的変容」は,キ
リス ト教信者以外にも体験 され得るとい う説明
(宅,2010)は ,キ リス ト教信者以外の方々の豊
富な「精神性釣変容」の生起が明らかにされたこ
とによって支持される結果となったの苦悩の最申
にある人の 「精神性的変容」の可能性を知うてお
くことは,大きな衝撃に遭い夕苦しむ人々の支援
のあり方の深化にもつながるのではないだろうか。
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